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Abstract This paper proposes a method for automatically constructing the hierarchical Web directories from
several sites. In order to construct the hierarchical structure of the directories, the method ¯nds the Web pages
with the super-sub relations which are connected by the hyperlink, and replaces the relation by the super-sub hier-
archical relation between directories. The method constructs the hierarchical directories by iterating the integration
of directories. As a result of the experiment using ¯ve web sites, the hierarchical directories in which the Web pages
on several sites are contained were constructed.
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図 1 Web ディレクトリの階層構造













































































































図 3 2 つのページのサーバ上の配置関係
Fig. 3 Location relation of two pages on a server
表 1 上位-下位関係の割合
Table 1 Rate of the super-sub relation




下位フォルダ (子孫フォルダを除く) 3 0
上位フォルダ (祖先フォルダを除く) 77 2.6


































図 4 Web ディレクトリ構築の流れ


















ジを dinf とするとき，上位-下位関係にあるWeb ページ対を













ストを ais(1 · s · m)，ページ dj を参照するアンカーテキス
トを ajt(1 · t · n)とするとき，di と dj の類似度を式 (1)で
定義する．






なお，Mis は ais の名詞の数を，Misjt は ais，ajt に共通して
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（a） 上位ディレクトリ間の統合 （b） 上位ディレクトリと下位ディレクトリ間の統合
図 5 ディレクトリ対の統合




pj(i j= j) の上位ページ間の類似度 simsup(pi; pj) と下位ペー
ジ間の類似度 siminf (pi; pj) を式 (2)，及び，式 (3) でそれぞ
れ求める．
simsup(pi; pj) = sim(disup ; djsup) (2)







結法 [5]を適用することにより求める．クラスタ Ck と Cl の上
位ページ間の類似度 simsup(Ck; Cl) と下位ページ間の類似度
siminf (Ck; Cl)を式 (4)，及び，式 (5)でそれぞれ定義する．
simsup(Ck; Cl) = max
pi2Ck;pj2Cl
(simsup(pi; pj)) (4)
siminf (Ck; Cl) = max
pi2Ck;pj2Cl







ページ対 pi の上位ページ disup をディレクトリDsup に，下位
ページ diinf をディレクトリDinf にそれぞれ分配して，ディレ



























Fig. 6 Construction of the directory structure
するWebページを参照しているアンカーテキストの集合を Ai
とした場合，ディレクトリ Di はアンカーテキスト集合 Ai 中
の名詞の出現頻度を重みとした特徴ベクトルで表現する．シス
テムが扱う名詞の集合を fe1 : : : eNgとし，名詞 ej の重み wij
を式 (6)で定義すると，ディレクトリ Di の特徴ベクトルは，
~xi = (wi1; wi2; ¢ ¢ ¢ ; wiN )
wij = Fij (6)
で表される．ただし，Fij はアンカーテキスト集合 Ai にお
ける名詞 ej の頻度を表す．式 (6) を用いて，ディレクトリ対
Pi = (Disup ; Diinf ) の上位ディレクトリ Disup の特徴ベクト
ル ~xisup と下位ディレクトリ Diinf の特徴ベクトル ~xiinf を求
める．
ディレクトリ間の類似度には特徴ベクトルの余弦を用いる．





式 (7)を用いて，ディレクトリ対 Pi と Pj の上位ディレクトリ
間の類似度 Sim(Disup ; Djsup)と上位ディレクトリと下位ディ




トリ間の類似度をすべて求めたのち，ディレクトリ対 Pi と Pj
のディレクトリ間類似度 Sim(Disup ; Djsupjinf )が閾値 ¯ 以上
で，その値が最大となるディレクトリ対 Pk，Pl に対して統合
妥当性を検証する．妥当であれば，ディレクトリ対 Pk と Pl の













Table 2 Experimental data and its site
ID サイト ページ数 リンク数
I www.engg.nagoya-u.ac.jp 126 276
II www.env.nagoya-u.ac.jp 281 1192
III www.is.nagoya-u.ac.jp 106 267
IV www.sci.nagoya-u.ac.jp 280 887




トリを D1; ¢ ¢ ¢ ; Dn とし，統合後のディレクトリを Dr とする
と，ディレクトリDi に属するWebページの集合をWi とした













合 Ai = fai1 ; ¢ ¢ ¢ ; aiM g から任意の部分形態素列 sij を抽出
し，これらをディレクトリ名の候補とする．各部分形態素列
sij に対して，Ai のアンカーテキスト aik における包含率
Cover(sij ; aik) を式 (9) より求めたのち，式 (10) で定義する
平均包含率 Coverave(sij ; Ai) を計算し，その値が最大となる
sij をディレクトリ名とする．
Cover(sij ; aik) =
½ F ijk
jaik j
　 (jsij j · F ijk)
0　 (otherwise)
(9)
Coverave(sij ; Ai) =
PM
k=1
Cover(sij ; aik )
M
(10)
なお，jaik jはアンカーテキスト aik の形態素数，F ijk は部分形
態素列 sij とアンカーテキスト aik に共通して出現する形態素
数，jsij jは部分形態素列 sij の形態素数，M はアンカーテキス
ト集合 Ai 中のアンカーテキストの数を表す．
4. 評 価 実 験














トリ構造の構築に使用する閾値 ¯ を 0.6とし，クラスタリング
の結果，Web ページ対が 2 個未満のクラスタは処理の対象外
とした．また，形態素解析器には「茶筌」[6]を使用した．


















4. 3 考 察
実験結果をもとに以下の項目に分けて考察する．












表 3 生成されたディレクトリ構造の結果 (1)
Table 3 Constructed directory structure (1)
階層 ディレクトリ名 ページ数
I II IV
1 入学案内 1 0 0
1-1 博士課程 (後期課程) 2 2 2
1-1-2 採点評価・合否判定基準 0 2 0
1-1-3 入学科及び授業料 0 4 0
1-1-4 環境学専攻 0 2 0
1-1-5 ホームページ 0 0 1
1-1-5-1 2 月 21 日 (月) 0 0 8
1-2 第 3 年次学士入学 2 0 0
表 4 生成されたディレクトリ構造の結果 (2)
Table 4 Constructed directory structure (2)
階層 ディレクトリ名 ページ数
I II V
1 入試情報 1 1 1
1-1 博士課程 2 2 10
1-1-1 経済学修士号への道 0 0 2
1-2 募集要項の請求方法 0 1 1






























Table 5 Directory names generated by the anchor texts
博士課程（後期課程）
博士課程 (後期課程) 補欠募集，博士課程 (後期課程) 募集要項，




4. 3. 3 ディレクトリ名の正しさ
ディレクトリ名はアンカーテキスト集合をもとに決定してい
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